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◆青森事務所・閲覧室　　〒030－0861　青森市長島1－3－5　青森第二合同庁舎８階　TEL：017－722－1729
◆六ヶ所連絡室　　　　　〒039－3212　六ヶ所村大字尾駮字野附61－9　　　　　　　TEL：0175－71－0555
◆六ヶ所エネルギープラザ　 〒039－3212　六ヶ所村大字尾駮字野附1－68　六ヶ所村ショッピングモール（REEV）内　TEL：0175－72－3061
◆むつエネルギープラザ　　〒035－0034　むつ市田名部町10－1　むつ来さまい館 2階　TEL：0175－33－8191

資源エネルギー庁がお届けするエネルギー情報誌
【発　　　　行】

【お問い合わせ】　一般財団法人　日本原子力文化財団　統括事業部
〒108-0023　東京都港区芝浦2－3－31　TEL：03－6891－1573　FAX：03－6891－1575

ホームページで「さいくるアイ」の
バックナンバーを掲載しています。

さいくるアイ　エネ庁

ご感想、ご意見等がありましたら、こちらのメールアドレスまでお願いします。　　　  exl-cycle_ai@meti.go.jp

原子力関連施設って、こんなところ！
むつ市 リサイクル燃料備蓄センター

　リサイクル燃料備蓄センターを運営する
リサイクル燃料貯蔵（株）は、2005年11月
21日に東京電力ＨＤ（株）と日本原子力発
電（株）の共同出資によって、日本で初めて
原子力発電所の敷地外に使用済燃料を貯
蔵する会社として設立されました。
　国の安全審査を受け、2010年5月に使
用済燃料貯蔵事業許可を取得し、同年8月
に着工、2013年8月に貯蔵建屋が完成しま
した。その後、2013年に施行された核燃料
施設等の新規制基準に係る原子力規制委
員会の適合性審査を受け、2020年１１月に
事業変更許可を取得しています。
　最終的な原子力規制委員会の確認を経
て、2024年11月6日に操業を開始しました。

資源エネルギー庁　「エネこれ」
資源エネルギー庁では、エネルギーに関する様々な情報や話題を
皆さまにわかりやすくお伝えするため、「エネこれ」をホームページに
掲載しています。ぜひご覧ください。
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/

令和6年12月20日発行

お気軽にお立ち寄りください。

原子力関連施設がある青森県内の市町村を紹介します

貯蔵建屋外観

建屋内貯蔵スペース

釜臥山には
スキー場がある
そうだから、
冬も楽しめるね

「光のアゲハチョウ」と呼ばれる釜臥山展望台から一望できる
市街地の夜景。2024年7月に、国内第1号となる世界夜景遺産
に認定されました。（展望台は5月下旬頃まで冬季閉鎖中）

遊びに来て
ほしいのじゃ！

むつ市PRキャラクター
ムッシュ・ムチュランⅠ世

承認第2024048L号

みんなで考えよう、
エネルギーのこれから。
みんなで考えよう、
エネルギーのこれから。

かま　ふせ　やま

詳しくは、4～7ページをご覧ください。



03 02

02　 白く輝く尾羽を広げて舞う
　　　村の鳥・オジロワシ（六ヶ所村）
〈特集１ 使用済燃料の中間貯蔵〉
04　 リサイクル燃料備蓄センターって、どんなもの？
〈特集2  原子力災害への備え〉
08　 原子力災害時の行動を知っておこう
10　 地域密着  東通村
　　　家内安全などを祈り、舞う、東通の宝―能舞
12　 原子力防災を考える上で知っておきたい
　　　放射線の基礎知識
14　 さいくるアイ’ｓ Ｒｅｐｏｒｔ
　　　 ●設置施設のご紹介
        六戸町 道の駅 ろくのへ メイプルふれあいセンター
　　　 ●レシピ
           六戸町特産の食材を使った六戸めし
　　　 ●ぶらり立ち寄りスポット
        昔の生活に思いを馳せ、公園を散策し、 
          ゆったり流れる時間を楽しむ
16　 原子力関連施設って、こんなところ！ むつ市
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川内川渓谷は、下北半島屈指の
絶景スポット。春や夏にはヤマメ・イ
ワナなどの渓流釣りを楽しむことが
でき、秋には鮮やかな紅葉で染ま
り、冬は白銀の世界へと一変しま
す。近くには、本州最北端のダムと
して知られる川内ダムがあり、今年、
運用開始から30周年を迎えました。
所在地：むつ市
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青
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け
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に
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置
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平
洋
に

沿
っ
て
南
北
に
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び
る
六
ヶ
所
村
。村
内
に
は
、尾
駮
沼
、

鷹
架
沼
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柳
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、田
面
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、内
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、小
川
原
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と

い
う
六
つ
の
湖
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が
点
在
し
、四
季
を
通
じ
て
多
く
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渡
り
鳥
が
飛
来
し
て
い
ま
す
。写
真
は
、越
冬
の
た
め
に
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来
し
た
オ
ジ
ロ
ワ
シ
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通
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い
尾
羽
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特
徴
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ヶ
所
村
の｢

村
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に
制
定
さ
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、国
の

天
然
記
念
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に
も
な
っ
て
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す
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ギ
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ザ
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ど
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ら
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オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
六
ヶ
所
村
で
繁
殖
も
し
て
い
ま
す
。か

つ
て
は
繁
殖
す
る
地
域
は
北
海
道
の
み
と
さ
れ
て
い
ま

し
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が
、２
０
１
６
年
に
、本
州
で
初
め
て
六
ヶ
所
村
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雑
木
林
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巣
を
つ
く
っ
て
い
る
２
羽
の
成
鳥
と
２
羽
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ヒ
ナ
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確
認
さ
れ
ま
し
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末
か
ら
翌
年
３
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に
か
け
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内
地
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小
川
原
湖
畔
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架
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林
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駮
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イ
ク
サ
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パ
ー
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尾
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沼
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と
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で
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ま
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日
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国
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訪
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と
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ち
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ゆ
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。

　

美
し
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中
で
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と
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察
も
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六
ヶ
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村
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を
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ん
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て
は
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か
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で
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う
か
。
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写真撮影：竹本慎太郎

写真撮影：一戸一晃

ろっ　 か　 しょ　 むら

ろ
っ　

か　

し
ょ　

む
ら

お　

ぶ
ち　
ぬ
ま

た
か　
ほ
こ　
ぬ
ま　
　
い
ち　
や
な
ぎ　
ぬ
ま　
　

た　

も　

ぎ　

ぬ
ま　
　
う
ち　
ぬ
ま　
　

お　

が
わ　

ら　

こ　

ひがし　どおり　むら

ろく　のへ　まち



むつ市
リサイクル燃料貯蔵（株）
リサイクル燃料備蓄センター

リサイクル燃料備蓄センター

給気口から外気が
入ります

キャスクの周りで温
められた空気は、上
昇して排気口から
建屋の外へ出ます

電気を使わず、自然換気方式でキャスクを冷却

約２８m

約６２m

受入れ区域

キャスクを整然と並べて貯蔵

貯蔵区域

給気口給気口

貯蔵建屋

キャスク

約１３１m

最終的な埋蔵量：5,000トン
（1棟目3,000トン（建設済）、2棟目2,000トン）

排気口

貯蔵建屋の使用期間は５０年間で、
期間の終了までに使用済燃料は

搬出されるのね

操業開始　 　　　　　　　　最長50年　（貯蔵期間）

港からは専用の輸送車両で
リサイクル燃料備蓄センターへ（※）

使用済燃料を収納したキャスクを
専用の輸送船で荷揚げの港へ（※）

貯蔵区域の所定の位置へ固定受入れ区域でキャスクを検査し

輸送容器も輸送船も
輸送車両も、

すべて専用のものを
使って、安全に
運ばれるんだね

MOX燃料工場

再処理工場

使用済燃料
中間貯蔵施設

高レベル
放射性廃棄物

原子力発電所

使用済燃料※

※使用済MOX燃料の処理・処分の方
　策については、2030年代後半の
　技術確立を目途に研究開発に取り
　組みつつ、検討を進めることとして
　います。

地層
処分

リサイクルした燃料
（MOX燃料）※

ウランや
プルトニウム

高レベル
放射性廃棄物
貯蔵管理施設

●核燃料サイクル

最長50年

1棟目（3,000トン）

2棟目（2,000トン）
5,000トン

3,000トン
最長50年

MOX燃料とは
ウランとプルトニウムを
混ぜ合わせてつくられた
燃料のことです

（貯蔵量）
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　２０２４年９月26日にむつ市のリサイクル燃料備蓄センターへ使用済燃料が搬入
され、同年11月６日に核燃料サイクルの確立に重要な役割を果たす中間貯蔵施設
として、操業を開始しました。本施設はリサイクル燃料貯蔵（株）が運営するもので、
その出資会社である東京電力ＨＤ（株）と日本原子力発電（株）の原子
力発電所で発生する使用済燃料を貯蔵・管理します。
　本施設の操業においては、リサイクル燃料貯蔵（株）と、青森県、むつ
市との間、また、横浜町、大間町、東通村、風間浦村、佐井村との間で、
いわゆる｢安全協定」を締結するなどを経て、操業開始に至りました。
　本施設の操業開始は、エネルギー政策の大きな節目であり、また、
核燃料サイクルの確立への重要な一歩となるもので、今後、安全の確
保に万全を期し、50年の期限の範囲内で使用済燃料の貯蔵・管理が
行われます。

具体的な安全対策については、
次ページをご覧ください。

むつ市の中間貯蔵施設（リサイクル
燃料備蓄センター）が操業を開始！

　日本では、原子力発電で使い終えた燃料（使用済燃料）を再処理し、まだ発
電に使える資源を回収して再利用する核燃料サイクルの確立を目指していま
す。現在、全国の原子力発電所等で貯蔵する使用済燃料の割合は容量の約
8割に達していることから、使用済燃料を再処理するまでの間、一時的に貯
蔵する｢中間貯蔵施設｣が核燃料サイクルの確立に重要な役割を果たします。

使用済燃料の貯蔵能力の拡大に
重要な役割を果たす中間貯蔵施設

　原子力発電所で使い終えた使用済燃料は、キャスク（金属製の頑丈な容器）に密封され、専用の輸送船や輸送車
両によってリサイクル燃料備蓄センターへ運ばれ、貯蔵・管理されます。

むつ市のリサイクル燃料備蓄センターへの搬入までの流れ

　キャスクを貯蔵・管理する貯蔵建屋は、周辺で発生す
る可能性のある最大の地震や、これまでの知見を上回る
大規模な津波、風速が毎秒100ｍの竜巻が発生しても、
安全機能が失われないように設計されています。また、
貯蔵期間（50年間）を十分に上回る期間、耐久性が確保
されるように施工されています。
　貯蔵建屋内でキャスクは、電気を使わず、自然換気
方式で冷却されます。このため冷却のための動力を必
要とせず、仮に停電になっても冷却機能を維持するこ
とができます。

キャスクを頑丈な建屋で貯蔵・管理

リサイクル燃料備蓄センターって、どんなもの？
使用済燃料の中間貯蔵施設

特集1  使用済燃料の中間貯蔵

（※）写真提供：東京電力ホールディングス（株）、その他資料提供：リサイクル燃料貯蔵（株）



資料提供：リサイクル燃料貯蔵（株）

モニタリングポスト

❷鉄などで遮へいして
　放射線を低減
キャスクには、放射線を
低減する鉄などの材料が
使われています。使用済
燃料から出る放射線は、
キャスクの外側では１００
万分の１程度まで下がり
ます。

❹使用済燃料の熱を
　キャスクの外へ
使用済燃料から出る熱は
キャスクの表面に伝わり、
空気中に放出されること
によって冷却されます。

二次ぶた

一次ぶた

燃料集合体

除熱

❶二重のふたで
　放射性物質を閉じ込め
キャスクは、頑丈な二重の
ふたで密封されていま
す。こうした構造などによ
って、しっかりと放射性物
質を閉じ込めます。

❸仕切板などで
　臨界を防止
キャスクの中は使用済燃
料が１か所に集まらない
よう、仕切板によって仕
切られています。この仕
切板は、核分裂を引き起
こす中性子を吸収する材
料でできており、核分裂
が次々と起こる臨界が起
こらないようになってい
ます。

　キャスクには、❶放射性物質の閉じ込め、❷放射線の遮へい、❸臨界の防止、❹除熱とい
う4つの安全機能があり、貯蔵期間（50年間）を通じて性能を維持できるように設計されて
います。臨界とは、核分裂の連鎖反応が一定以上の割合で継続して起こることをいい、これを
防ぐことで放射性物質の放出を防ぎます。

★キャスクは輸送中の事故による衝撃や火災、輸送船の沈没などでも放射性物質を閉じ込める機能が
　損なわれないようにつくられ、その健全性は試験などで確認されています。

落下試験 耐火試験 耐水試験

キャスクは10本のボルトで床に固定

キャスクの輸送に必要な備品などを
保管する建屋を新設
（安全対策とは異なります）

通常とは別の送電線から受電する設備を
設置し、多重化

外部電源喪失時などに使う電源車を設置

電源車の燃料を蓄える
貯蔵タンクを設置

緊急時の活動拠点となり、津波対策に必要
な機材を保管する事務所や倉庫を設置

高台電源車

高台受電設備

軽油貯蔵タンク（地下式）
高台予備緊急時対策所

電源車

受電設備

事務建屋
貯蔵建屋

備品管理建屋

第二備品管理建屋

外部電源（むつ市内方面：予備）

外部電源（東通方面）

（タンクは地下に埋設）

海抜約30m

海抜約16m

海

※キャスクの冷却は自然換気方式で行われ電気は使われませんが、施設全体を
　管理するために電源の確保を行います。
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次回43号（春号）では、高レベル放射性廃棄物の最終処分などについて紹介します

　リサイクル燃料備蓄センターには、キャスクの放射性物質の閉じ込め機能
や貯蔵建屋の温度などを常時監視する装置が設けられています。これらの監
視装置は、停電が起こった場合でもバックアップの電源によって作動します。
　また、リサイクル燃料備蓄センターと周辺区域の境界付近に設置されたモ
ニタリングポストで24時間休みなく放射線の監視が行われ、その
測定データは青森県へ伝送されています。測定結果は、リサイク
ル燃料貯蔵（株）のホームページでも常時公開されています。

放射性物質は外へ漏れないの？

施設周辺での放射線などの監視体制は？

地震や津波が来ても大丈夫なの？

　リサイクル燃料備蓄センターは、国が定めた原子力災害対策指針により、重大な
原子力災害が想定される施設ではない（放射性物質の漏えいの可能性は極めて小
さい）とされていますが、原子力防災業務計画に基づいて、地震や津波、竜巻など
の自然災害を想定した訓練が定期的に実施されています。
　原子力防災訓練は2か月に1回程度、消防訓練は年に1回程度実施され、防災体
制の確立と防災技術の向上が図られています。

防災などの訓練はしているの？

高台を活用した安全対策等

　国の審査において、次のことが確認されています。
●巨大地震が来ても、キャスクが転倒したり、施設の安全性が損なわれ
　たりしないこと
●青森県の想定（13ｍ）を超える23ｍの津波が来て建物が浸水・損傷し
　ても、キャスクが流されたり放射性物質が漏れたりしないこと
　また、敷地内の高台（海抜約28～30ｍ、貯蔵建屋は海抜約16ｍ）を
活用した自然災害への安全対策等が講じられています。

特集1  使用済燃料の中間貯蔵
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　青森県には、原子力発電所や核燃料サイクル施設などの原子力施設があります。これらの原子力
施設で起こった異常(事故等)が原因で、放射性物質が施設の外へ出て、周辺の住民や環境に被害が
及ぶことを｢原子力災害｣といいます。
　放射線は目で見たり、体で感じることができません。しかし、適切に行動することで、放射線や放射
性物質から身を守ることができます。原子力災害時にとるべき行動を見ていきましょう。

緊急時活動レベル 警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態

地震（震度6弱以
上）等の自然災害
や原子力施設の重
大な故障等が発生
した場合

すべての電源の喪
失等、放射性物質
が外部に放出され
る可能性がある場
合

原子炉を停止するすべての機能の喪失
やすべての冷却機能の喪失等、放射性
物質が外部に放出される可能性が高い
場合

自治体指示 自治体指示 自治体指示 自治体指示

避難に
支援が
必要な
人

支援の
必要が
ない人

避難、屋内退避の
準備

避難により健康リスクが高まるような方は
放射線防護対策を施した施設に退避

避難の準備

屋内退避の準備
空間放射線量率
が基準を超えたら
避難

●原子力発電所からおおむね
　５～３０ｋｍ圏内
●再処理工場からおおむね
　５ｋｍ圏内
●ＭＯＸ燃料工場からおおむね
　１ｋｍ圏内

ＵＰＺにいる人

（原子力発電所
からおおむね
5km圏内）

PAＺ
にいる人 避難

避難

放射性物質の放出後

屋内退避

出典:原子力規制委員会「原子力災害対策指針」などをもとに作成

ＰＡＺ（Ｐｒｅｃａｕｔｉｏｎａｒｙ Ａｃｔｉｏｎ Ｚｏｎｅ）

この区域にいる人は、原子力発電所から放射性物質
が放出される前の段階で予防的に｢避難｣をします。

UPＺ（Ｕｒｇｅｎｔ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ aｃｔｉｏｎ ｐｌａｎｎｉｎｇ Ｚｏｎｅ）

この区域にいる人は、原子力施設から放射性物質が放
出された場合に、大気中の放射線量などをもとにして、
｢避難」するかどうかが決まります。

防災計画等については、
各自治体において策定されていますので、
各自治体のホームページ等でご確認ください。

原子力防災に関する
内閣府の動画は、
こちらから

（避難に備えて準備）

　原子力災害の発生時には、自治体から指示が出されます。あわてずに、お住まいの
自治体の指示に従って行動しましょう。また、普段からご家族で話し合いをしたり、
避難時の服装や持ち物などをチェックしたりしておくことも大切です。

事態の進展を見ながら、自治体の指示に
従って落ち着いて行動しましょう

PAZ
発電所からおおむね
5km圏内

原子力
発電所

発電所からおおむね
5～30km圏内 PAZの設定なし

使用済燃料の
再処理工場

PAZの設定なし
MOX燃料工場

■原子力発電所 ■使用済燃料の再処理工場 ■ＭＯＸ燃料工場

PAZ・UPZの設定なし
■使用済燃料の中間貯蔵施設お住まいや勤め先から

原子力施設までの
おおむねの距離を
確認しておきましょう

特集2  原子力災害への備え

放射線の基礎知識について、１２～１３ページで紹介しています。

UPZ

工場からおおむね
5km圏内

UPZ

工場からおおむね
1km圏内

UPZ

原子力施設からの距離によって、
取るべき行動が異なるので注意しましょう

原子力災害時の行動を知っておこう

◆放射性物質や放射線から身を守る
　・ドアや窓をすべて閉め、換気扇を止める。
　・屋外から屋内へ入ったら、手洗い、うがい、
　 着替えをする。
　・食品には、ふたやラップをかける。

◆根拠のないうわさや嘘の情報を
　鵜呑みにしない
・自治体の広報車・防災無線、公共機関の
　ホームページ、テレビ、ラジオなど、複数
　の情報源をチェックする。

　原子力災害が発生したら、まずは自宅や学校、公共施設などの中
へ｢屋内退避｣をします。建物の気密性と遮へい効果によって、放射
線による影響を回避したり、低減することができます。

原子力災害が起こったら、
まずは｢屋内退避｣

08
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◆お問い合わせ先
東通村教育委員会
電話　0175‐27‐2111（代表）　
　　　0175‐33‐2341（直通）

東通村郷土芸能保存連合会会長
川原田 光雄さん

屋固め

門打ち

©ササキデザイン

　

神
楽
や
獅
子
舞
は
、日
本
各
地
で
お

正
月
や
お
祭
り
の
際
に
よ
く
演
じ
ら
れ

ま
す
が
、能
舞
も
1
月
が
最
も
忙
し
い

時
期
と
な
り
ま
す
。東
通
村
で
は
新
年

を
迎
え
る
と
、熊
野
権
現
を
奉
じ
て
太

鼓
や
笛
な
ど
の
拍
子
を
つ
け
な
が
ら
集

落
内
の
家
々
を
ま
わ
り
、悪
魔
退
散
や

家
内
安
全
を
祈
祷
す
る｢

門
打
ち｣

が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

門
打
ち
の
後
は
、集

落
の
人
た
ち
が
集
ま

る
集
会
所
に
幕
を
張
っ

て
能
舞
が
演
じ
ら
れ

ま
す
。最
終
演
目
の
権

現
舞
で
は
、獅
子
頭
が

観
客
の
頭
を
噛
ん
で

邪
気
払
い
を
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
中
世
の
修
験
者
は
山
岳

を
巡
り
歩
い
て
修
行
を
し
な
が
ら
村
々

を
訪
れ
、修
験
の
道
を
流
布
す
る
た
め

に
芸
能
を
演
じ
、祈
祷
を
行
い
ま
し

た
。こ
う
し
た
行
為
が
今
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

能
舞
は
、権
現
舞
、儀
礼
舞
、武
士

舞
、修
験
舞
、今
の
言
葉
を
取
り
入
れ

て
面
白
お
か
し
く
舞
う
道
化
舞
の
５
つ

に
大
別
さ
れ
、２８
種
類
の
演
目
が
あ
り

ま
す
。

　

１
月
初
旬
に
は
、集
落
か
ら
各
団
体

が
集
ま
り
、合
同
で
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
す
。東
通
村

郷
土
芸
能
保
存

連
合
会
会
長
の

川
原
田
光
雄
さ

ん
は
、｢

楽
し
み
に
し
て
い
る
村
民
が

多
く
、毎
年
２
０
０
〜
３
０
０
人
が
集

ま
り
ま
す
。同
じ
演
目
で
も
伝
承
し
て

い
る
団
体
に
よ
っ
て
拍
子
や
舞
、謡
に
少

し
違
い
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
見
ら
れ
る
の

も
楽
し
み
で

す｣

と
、顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ

て
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

能
舞
は
秋

の
お
祭
り
や

隣
の
む
つ
市
の
田
名
部
祭
り
な
ど
で
も

演
じ
ら
れ
る
他
、村
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
も
披
露
さ
れ
ま
す
。ま
た
、新
築
し

た
家
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、部
屋
で

祈
祷
を
し
て
水
や
火

で
清
め
る｢

屋
固
め｣

を
行
って
い
ま
す
。

　

門
打
ち
で
は
老

人
ホ
ー
ム
を
訪
れ
る

こ
と
も
あ
り
、川
原

田
さ
ん
は｢

子
供
の
頃
を
思
い
出
し
て

涙
ぐ
む
方
も
い
て
、改
め
て
能
舞
が
昔

か
ら
生
活
の一
部
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
す｣

と
話
し
ま
す
。

　

能
舞
で
舞
や
拍
子
方
な
ど
を
担
当

す
る
人
た
ち
は
、仕
事
の
合
間
に
練
習

を
し
て
、さ
ら
に
各
集
落
で
子
供
た
ち

に
教
え
て
い
ま
す
。集
落
ご
と
に
舞
の

手
や
拍
子
が
微
妙
に
違
う
た
め
、小
学

校
で一緒
に
教
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、学

校
の
休
み
の
日
に
集
落
ご
と
に
教
え
て

い
る
そ
う
で
す
。笛
な
ど
の
譜
面
は
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、太
鼓
や
笛
、鐘

な
ど
を
鳴
ら
し
な
が
ら
耳
で
覚
え
て
も

ら
う
し
か
な
く
、伝
承
は
容
易
で
は
な

い
と
い
い
ま
す
。｢

時
々
、い
が
っ
た
な（
よ

か
っ
た
な
）と
褒
め
て
あ
げ
な
が
ら
指

導
を
し
て
い
ま
す
。村
に
残
って
伝
え
て

い
き
た
い
と
い
う
子
も
い
ま
す｣

と
、川

原
田
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

各
集
落
で
の
伝
承
の
仕
方
は
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、毎
年
、村
内
各
地
区
の

子
供
会
が
一
堂
に
会
し
て
の
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。子
供
た
ち
は
成
長
し

て
青
年
部
へ
進
み
、さ
ら
に
指
導
役
と

な
る
こ
と
で
、能
舞
は
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
は
、能
舞
に

使
わ
れ
る
面
も
同
じ
で
す
。面
を
神
様

と
し
て
扱
い
、毎
年
一
回
、お
色
直
し
と

し
て
紐
な
ど
を
修
復
し
、綿
な
ど
に
包

ん
で
保
管
を
し
な
が
ら
使
い
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。東
通
村
に
は
室
町
時
代
と

考
え
ら
れ
る
古
い
面
も
あ
り
、大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

最
後
に
川
原
田
さ
ん
に
能
舞
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、｢

能
舞
は

東
通
の
宝
で
す
か
ら
、集
落
同
士
の
つ

な
が
り
を
も
っ
と
強
め
、少
子
化
を
乗

り
越
え
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
昔
の
舞
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
も
大
き
な
目
標
で
す
」と
、力

強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　能舞は修験道の密教的行法を基調にして、猿楽や田楽などの芸能を取り入れなが
ら創作された修験能で、熊野権現を奉じて悪魔退散や家内安全を祈祷する演劇的な
芸能です。中世芸能の面影をよく残している演劇史上極めて重要な芸能であるといわ
れています。
　特に、下北地方に伝わる修験能は独特なもので、東北各地に伝承する山伏神楽と明
確に区別するため、能舞という名称が通例となりました。能舞は貴重な芸能であることが
認められて、1989年（平成元年）に国の重要無形民俗文化財に指定されています。
　能舞は、東通村へは15世紀末に目名不動院という修験者によって伝えられました。
現在、東通村では能舞の他、青森県無形民俗文化財に指定されている神楽、獅子舞、
田植え餅つき踊りが村内の各地区に伝承されていますが、このうち能舞を伝承してい
る団体は村内29集落に14団体あり、これらの芸能を伝承している人は、集落ごとに
10～20人ほどとなっています。
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能舞のもとになった修験道って何？
　修験道とは、古来より山を神が宿る場所と
して神聖化してきた山岳信仰に、仏教とりわ

け密教や道教など外来の宗教が結びつき、さらに民間信
仰なども取り入れられ、かたちづくられたといわれます。山
伏とも呼ばれる修験者は
聖なる山に分け入り、神
秘的な力を得て自他の
救済を行うための修行を
重ねました。
　修験道は7～8世紀の
呪術者である役小角（えん
のおづぬ）によって開創さ
れたと伝えられています。

能舞にちなんだ東通村の地酒
　能舞伝承の里である東通村には、｢能舞の郷｣という地酒
があります。この名称は、村の観光協会が村おこしの一環と
して募集し、150以上の応募作の中から選ばれました。その
味わいは淡麗辛口で、村の海の幸や山の幸に合うと好評を
得ています。
　この他にも、東通
村には東通産の酒米
｢吟烏帽子｣と村にあ
る1億5000万年前
のジュラ紀の地層か
らの湧水でつくった
｢祈水｣などの地酒も
あります。
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家
内
安
全
な
ど
を

東
通
の
宝
｜
能
舞

祈
り
、舞
う
、

東通村

しゅ　げん　どう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さる　がく　　　　でん　がく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 め　　な

か　

わ
ら　

だ

き　

と
う

さと

う
た
い

ぎん　　え　　ぼ　　し

中世以来の民俗芸能を絶やさず、後世への伝承を目指す

地域
密着

東
通
村

ひ
が
し
　ど
お
り
　
む
ら

健
や
か
な
年
を
願
い

門
打
ち
で
始
ま
る
お
正
月

子
供
の
頃
か
ら
親
し
ま
れ

能
舞
は
今
も
生
活
の
一
部

少
子
化
を
乗
り
越
え
て

伝
統
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に

か
ど
　
う

知っとこ
コラム



●放射能の減り方 ●物理学的半減期

●放射線の種類と透過力

（α）線アルファ

（β）線ベ ー タ

（γ）線
（Ｘ）線

ガ ン マ
エックス

α線を止める β線を止める γ線、Ｘ線を弱める

紙 アルミニウム等の
薄い金属板

鉛や鉄の厚い板

出典：環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料
　　（平成29年度版）」より作成

●被ばくと汚染の違い

●安定ヨウ素剤（丸剤／ゼリー剤）

放射性同位元素　放出される放射線※ 半減期

ヨウ素131 β・γ 8日

セシウム134 β・γ 2.1年

コバルト60 β・γ 5.3年

トリチウム β 12.3年

ストロンチウム90 β 28.8年

セシウム137 β・γ 30.2年

45億年

ラジウム226 α・γ 1,600年

プルトニウム239 α・γ 2.4万年

カリウム40 β・γ 13億年

ウラン238

※壊変生成物（原子核が放射線を
　出して別の原子核になったもの）
　からの放射線も含む

出典：（公社）日本アイソトープ協会「アイソトープ手帳１１版」より作成

半減期

最初の量

（時間）

1/2

1

1/4

1/8

1/16

半減期

半減期

半減期

放
射
能
の
量

α・β・γ

モニタリングポスト

出典：原子力・エネルギー図面集
汚染内部被ばく外部被ばく

放射線

放射性物質

被ばく 汚染
放射線を受けること 放射性物質が皮膚や

衣服に付着した状態

■放射能は時間の経過と
　ともに減っていきます
　放射性物質が放射線を出す能力の
ことを、放射能といいます。
　この放射能には、時間がたつにつれ
て弱まる性質があります。
　放射能が半分に減るまでにかかる
時間を半減期といい、半減期を2回、
3回と経過すると、放射能はそれぞれ
最初の4分の1、8分の1に減っていき
ます。

■測定器を使って、放射線の量などを測定することができます　
　放射線は目には見えず匂いや色もなく、身体に当たっても感じとるこ
とはできません。しかし、測定器を使えば、知りたい放射線の情報を得
ることができます。
　原子力発電所や核燃料サイクル施設などの原子力施設で使われて
いるモニタリングポストでは、周辺への放射線の影響を把握するため
に、空間の放射線量を連続的に測定しています。

避難の時に服用することがある｢安定ヨウ素剤｣って、どんなもの？
　ヨウ素には、ヨウ素131のような放射線を出すヨウ素と、放射線を出さないヨウ素があります。放
射性ヨウ素は原子力施設の事故等によって放出される放射性物質の一つです。この放射性ヨウ素
が呼吸などによって身体に取り込まれると甲状腺に集まり、内部被ばくによって甲状腺がんなどを
発症するリスクが上昇します。
　放射性でないヨウ素は内服用に製剤化するこ
とができ、これを安定ヨウ素剤として放射性ヨウ
素が甲状腺に取り込まれる前に服用することで、
甲状腺への放射性ヨウ素の到達量を低減するこ
とができます。これにより放射性ヨウ素に起因し
た甲状腺の内部被ばくの予防には効果的です。
　国や地方公共団体の指示に基づいて、あらかじ
め定められた備蓄場所や避難車両の車中、検査
場所などで配布され、避難の際に服用します。

■放射線は壁などでさえぎる
　ことができます
　レントゲン撮影で体の中の様子を調べることが
できるように、放射線には物質を通り抜ける力（透
過力）があります。
　放射線には、アルファ（α）線、ベータ（β）線、ガ
ンマ（γ）線、エックス（x）線などがあります。透過
力は放射線の種類によって異なり、適切な材料や
厚さなどを選ぶことで、さえぎることができます。

■被ばくには、｢外部から」と
　｢内部から」の二種類があります
　放射線を受けることを｢被ばく｣といいます。被
ばくには、身体の外から放射線を受ける｢外部被
ばく｣と、身体内に入った放射性物質から放出され
る放射線を受ける｢内部被ばく｣があります。
　また、放射性物質が皮膚や衣服に付着した状態
を｢汚染｣とよんでいます。

　原子力施設で事故などが発生すると、放射線や放射性物質から身を守るために｢屋内退避｣や
｢避難｣をすることになります。その際に落ち着いて行動できるよう、放射線や放射性物質の性質
などについて、事前に知って理解しておきましょう。
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原子力防災を考える上で知っておきたい

放射線の基礎知識

放射線
のこと

を

知って
おこう

！

いざという時、あわてないように！



【旧苫米地家住宅】
所在地　六戸町犬落瀬字後田87
公開時間　9：00～16：00
休館日　　毎週月曜日・年末年始
入場料　　無料
問い合わせ先　六戸町役場　
電話　　　0176-55-3111

【舘野公園】
所在地　六戸町犬落瀬字柴山
開園時間　年中無休、24時間開園

15 14

ｓ̓　
Ｒｅｐｏｒｔ

ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
を
活
か
し
た

カ
レ
ー
を
満
喫

日
本
一
の
大
き
な
ニ
ン
ニ
ク
が

大
人
気
の
道
の
駅

道の駅 ろくのへ 
メイプルふれあいセンター
所在地　六戸町犬落瀬字後田87
電話　　0176‐55‐4134
営業時間　9：00～18：00
               （冬季11～2月は17：00閉店）
定休日　年末年始
アクセス
◆車　　第二みちのく有料道路、下田百石ICから       
　　　　国道45号を経由して約15分
◆電車　青い森鉄道向山駅より車で約10分

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

手
作
り
商
品
や

絶
品
グ
ル
メ
を
堪
能

昔
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
、

公
園
を
散
策
し
、ゆ
っ
た
り

流
れ
る
時
間
を
楽
し
む

　

メ
イ
プ
ル
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
隣
に

は
、六
戸
町
の
奥
入
瀬
川
流
域
に
現
存

す
る
最
古
と
み
ら
れ
る
家
屋
が
あ
り
、

無
料
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
旧
苫
米

地
家
住
宅

は
、
江
戸
時

代
後
半
に
建

て
ら
れ
た
と

推
測
さ
れ
、

武
士
階
級
の

住
宅
に
み
ら

れ
る
出
入
り

口
で
あ
る
式

台
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
２
年

（
平
成
４
年
）

に
町
の
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

玄
関
を
入
る
と
馬
屋
が
あ
り
、脱
穀

機
な
ど
農
作
業
の

道
具
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
土
間
に

は
囲
炉
裏
が
あ

り
、草
鞋
や
着
物
、

手
回
し
式
の
洗
濯

機
な
ど
の
生
活
用

品
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

旧
苫
米
地
家
住
宅
で
、

江
戸
時
代
の
生
活
を
垣
間
見
る

　

舘
野
公
園
は
六
戸
町
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
公
園
で
、１
９
０
５
年(
明
治
３８
年)

に

山
桜
が
植
樹
さ
れ
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

約
１８
ha
の
広
さ
を
誇
り
、春
に
は
山
桜

や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
乱
れ
、公
園
中

央
に
あ
る
さ
つ
き
沼
で
は
コ
イ
や
ヘ
ラ
ブ

ナ
釣
り
が
で
き
、各
地
か
ら
釣
り
を
楽
し

む
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
ま
す
。秋
の
紅
葉

も
美
し
く
、ま
た
、冬
に
は
さ
つ
き
沼
に

飛
来
し
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
無
料
で

利
用
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、家
族

連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、公

園
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
化
が
進
め
ら
れ
て
い

て
、遊
歩
道
を
自
由
に
散
策
し
な
が
ら

様
々
な
動
植
物
を
観
察
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

と
ま　

べ　
　

ち

た
て　

の

四
季
を
通
し
て
楽
し
め
る

舘
野
公
園
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う

　

青
森
県
上
北
郡
の
東
南
部
に

位
置
す
る
六
戸
町
。町
の
木
で
あ

る
メ
イ
プ
ル（
か
え
で
）を
冠
し
た
メ

イ
プ
ル
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
は
、国

内
外
か
ら
年
間
約
１１
万
人
も
の
人

た
ち
が
訪
れ
て
い
ま
す
。直
売
コ
ー

ナ
ー
で
の一
番
人
気
は
日
本
一
と
も
い

わ
れ
る
大
き
な
ニ
ン
ニ
ク
で
、直
径
は

７㎝
以
上
あ
り

ま
す
。駅
長
の

小
向
保
廣
さ

ん
は｢

年
間
を

通
じ
て
全
国

か
ら
注
文
も

入
っ
て
き
ま

す｣

と
、誇
ら

し
げ
に
話
し

て
く
れ
ま
し

た
。に
ん
に
く
の
他
に
も
、長
芋
や

大
根
な
ど
地
元
の
野
菜
が
並
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、５
〜
８
月
頃
に
販

売
さ
れ
る
行
者
ニ
ン
ニ
ク
と
ニ
ラ
の

掛
け
合
わ
せ
で
つ
く
ら
れ
た
行
者

菜
は
、天
ぷ
ら
や
餃
子
の
具
な
ど

と
し
て
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、地
元
の
野
菜

で
商
品
開
発
を
行
い
、

加
工
す
る
施
設
も
あ
り

ま
す
。ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
な
っ
て
い
る

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
他
、

行
者
菜
味
噌
、野
菜
ド
ー
ナ
ツ
な

ど
が
、す
で
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
麦
粉
や
餅
粉
を
練
っ

て
炭
火
で
焼
い
た
串
も
ち
も
人
気

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一つ
の
目
玉
商
品
は
、地
鶏

の
青
森
シ
ャ
モ
ロッ
ク
を
特
別
飼
育

し
た
ザ・プ
レ
ミ
ア
ム
＃
６（
ナ
ン
バ
ー

シ
ッ
ク
ス
）で
す
。青
森
県
畜
産
試

験
場
が
20
年
を
か
け
て
開
発
し
た

交
配
種
で
、肉
は
き
め
細
か
く
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
す
る
と
格
別
な
美

味
し
さ
で
す
。｢

軽
食
コ
ー
ナ
ー
で

は
、青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
が
入
っ
た

カ
レ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す｣

と
、

小
向
駅
長
。今
後
の
抱
負
を
う

か
が
う
と
、｢

青
森
県
の『
道
の

駅
』連
絡
会
の
会
長
も
し
て
い
る

の
で
、県
内
に
28
あ
る
道
の
駅
が

連
携
し
て
青
森
県
全
体
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
メ
イ
プ
ル

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
立
ち
寄
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Let s̒         go!

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

六戸町特産の食材を使った六戸めし

六戸町特産の、長
芋、人参、青森シャ
モロックザ・プレ
ミアム#6、にんに
く、ごぼう、長ねぎ
を使用したレシピ
です。他地域産の
鶏肉や野菜でも、
もちろん美味しく
いただけます。

六戸町食生活改善推進員会 会長

瀬川 妙子さん

レシピ提供

小向 保廣駅長

道の駅 ろくのへ メイプルふれあいセンター
さいくるアイ設置施設のご紹介

六戸町
ろく　　　のへ　　まち

ぶらり
立ち寄り
スポット

こ　

む
か
い　
や
す　

ひ
ろぎ

ょ
う　
じ
ゃ

●米・・・・・・・・・・4合（うるち米3合・もち米1合）
●昆布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約10㎝
●長芋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150ｇ
●人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100ｇ
●青森シャモロック ザ・プレミアム#6
　（鶏肉で代用可）・・・・・・・・・・・・・・・・・300ｇ
●にんにく・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1かけ
●ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150ｇ
●長ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1本
●油揚げ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2枚
●干し椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3枚
●油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

材 料（10人分） 炊飯時の味付け【調味料A】
●酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30cc（大さじ2）
●醤油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15cc（大さじ1）
具材の味付け【調味料B】
●砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18ｇ（大さじ2）
●醤油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60cc（大さじ4）
●みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・30cc（大さじ2）
●酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30cc（大さじ2）

①米は炊飯の30分前位に洗ってザルにあげて
　おく。
② 調味料Aに水を足して4カップに計量する。
③　炊飯器に米を入れ、②と昆布を入れて炊く。

作 り 方

④ご飯を炊いている間に、混ぜ込む具材を用意
　する。ごぼうの皮をこそぎ取ってささがきにし、
　 水にさらしてざるにあげる。椎茸は水で戻し、
　人参は皮をむき、油揚げは油抜きをし、細切り
　にする。長芋は1㎝角、鶏肉は2㎝角に切る。
　長ねぎは薄くスライス、にんにくはみじん切
　りにする。
⑤フライパンに油を熱し、にんにくを加え香りが
　 するまで炒め、鶏肉を入れて炒め、人参、ごぼ
　うの順に加えて炒める。ある程度火が通った
　ら、長ねぎ、油揚げ、干し椎茸を加えて更に炒
　め、調味料Bを加えて混ぜながら汁気がなくな
　るまで炒め煮にして、最後に長芋を加えてさっ
　と炒める。
⑥炊き上がったごはんに⑤を加え全体を混ぜ、
　器に盛り付ける。

六戸町健康づくり推進キャラクター
『にんじゃヒーロー やべーすけ』

ねぎすけ

しゃもすけ

ながすけ

ごぼすけ

キャロすけ
にんすけ
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【特集】使用済燃料の中間貯蔵／原子力災害への備え
【地域情報】家内安全などを祈り、舞う、東通の宝―能舞（東通村）
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エネルギー情報誌

むつ市川内川渓谷

ひがし　どおり　むら

16

◆青森事務所・閲覧室　　〒030－0861　青森市長島1－3－5　青森第二合同庁舎８階　TEL：017－722－1729
◆六ヶ所連絡室　　　　　〒039－3212　六ヶ所村大字尾駮字野附61－9　　　　　　　TEL：0175－71－0555
◆六ヶ所エネルギープラザ　 〒039－3212　六ヶ所村大字尾駮字野附1－68　六ヶ所村ショッピングモール（REEV）内　TEL：0175－72－3061
◆むつエネルギープラザ　　〒035－0034　むつ市田名部町10－1　むつ来さまい館 2階　TEL：0175－33－8191

資源エネルギー庁がお届けするエネルギー情報誌
【発　　　　行】

【お問い合わせ】　一般財団法人　日本原子力文化財団　統括事業部
〒108-0023　東京都港区芝浦2－3－31　TEL：03－6891－1573　FAX：03－6891－1575

ホームページで「さいくるアイ」の
バックナンバーを掲載しています。

さいくるアイ　エネ庁

ご感想、ご意見等がありましたら、こちらのメールアドレスまでお願いします。　　　  exl-cycle_ai@meti.go.jp

原子力関連施設って、こんなところ！
むつ市 リサイクル燃料備蓄センター

　リサイクル燃料備蓄センターを運営する
リサイクル燃料貯蔵（株）は、2005年11月
21日に東京電力ＨＤ（株）と日本原子力発
電（株）の共同出資によって、日本で初めて
原子力発電所の敷地外に使用済燃料を貯
蔵する会社として設立されました。
　国の安全審査を受け、2010年5月に使
用済燃料貯蔵事業許可を取得し、同年8月
に着工、2013年8月に貯蔵建屋が完成しま
した。その後、2013年に施行された核燃料
施設等の新規制基準に係る原子力規制委
員会の適合性審査を受け、2020年１１月に
事業変更許可を取得しています。
　最終的な原子力規制委員会の確認を経
て、2024年11月6日に操業を開始しました。

資源エネルギー庁　「エネこれ」
資源エネルギー庁では、エネルギーに関する様々な情報や話題を
皆さまにわかりやすくお伝えするため、「エネこれ」をホームページに
掲載しています。ぜひご覧ください。
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/

令和6年12月20日発行

お気軽にお立ち寄りください。

原子力関連施設がある青森県内の市町村を紹介します

貯蔵建屋外観

建屋内貯蔵スペース

釜臥山には
スキー場がある
そうだから、
冬も楽しめるね

「光のアゲハチョウ」と呼ばれる釜臥山展望台から一望できる
市街地の夜景。2024年7月に、国内第1号となる世界夜景遺産
に認定されました。（展望台は5月下旬頃まで冬季閉鎖中）

遊びに来て
ほしいのじゃ！

むつ市PRキャラクター
ムッシュ・ムチュランⅠ世

承認第2024048L号

みんなで考えよう、
エネルギーのこれから。
みんなで考えよう、
エネルギーのこれから。

かま　ふせ　やま

詳しくは、4～7ページをご覧ください。


